
　

全
会
員
の
今
年
度
会
費

が
全
額
入
金
に
な
り
ま
し

た
。

　

昨
年
度
の
決
算
で
は
、

平
成
２
５
年
度
会
費
の
未

納
が
１
３
戸
・
３
万
６
千

円
あ
り
、
平
成
２
６
年
４

月
に
入
金
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
総
会
で
こ
の
こ

と
が
議
題
に
な
り
、
気
ま

ず
い
思
い
を
し
た
事
を
思

い
出
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
起
き
な
い
よ
う

に
、
２
月
１
９
日
、
会
員

の
皆
さ
ん
に
決
算
前
に
入

金
を
お
願
い
す
る
文
書
を

発
信
し
ま
し
た
。
お
陰
様

で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で

今
期
会
費
は
全
額
入
金
に

な
り
ま
し
た
、
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

目
下
、
決
算
事
務
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
運
転
資
金
・

剰
余
金
な
ど
の
会
計
の
仕

組
み
が
変
わ
り
、
少
し
時

間
の
掛
か
る
作
業
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

４
月
中
旬
を
目
途
に
役

員
会
を
開
き
、
総
会
に
提

案
す
る
議
案
を
検
討
し
、

そ
の
後
、
会
計
監
査
を
受

け
る
予
定
で
す
。

　

議
案
書
の
印
刷
が
上
が

り
次
第
、
平
成
２
７
年
度

（
第
１
１
回
）
総
会
を
５

月
中
旬
に
開
く
案
内
を
投

函
す
る
予
定
で
す
。

　

先
日
、
臨
時
総
会
で
「
階

区
別
役
員
選
出
シ
ス
テ

ム
」
が
可
決
決
定
し
ま
し

た
。

　

▼
会
長
を
「
第
１
階
区

（
２
Ｆ
・
３
Ｆ
・
４
Ｆ
」

　

▼
会
計
・
総
務
部
長
を

「
第
２
階
区
（
５
Ｆ
・
６

Ｆ
」

　

▼
副
会
長
・
幹
事
を
「
第

３
階
区
（
７
Ｆ
・
８
Ｆ
）
」

　

▼
会
計
監
査
・
幹
事
を

「
第
４
階
区
（
９
Ｆ
・
１

０
Ｆ
」

　

か
ら
選
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
部
の
階
区
で
は
人
選

が
進
ん
で
い
る
や
に
聞
き

及
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
階
区
で
の
進
捗
状
況

は
如
何
で
し
ょ
う
。

　

４
月
中
旬
を
目
途
に
、

役
員
会
、
役
員
選
考
委
員

会
を
開
き
、
次
年
度
役
員

（
案
）
を
ま
と
め
る
段
取

り
で
す
。

　

階
区
に
よ
っ
て
は
選
出

が
難
航
す
る
場
合
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
、
役
員
に

ご
相
談
下
さ
い
。

　

平
成
２
６
年
４
月
１
８

日
（
金
）
、
平
成
２
５
年

度
総
会
で
、
全
て
の
議
案

が
可
決
さ
れ
た
。

　

平
成
２
６
年
４
月
２
０

日
、
長
谷
川
会
員
よ
り

『
「
町
内
会
の
管
理
組
合

組
織
へ
の
改
編
」
「
会
計

の
適
正
化
」「
町
内
会
（
自

治
会
）
の
任
意
設
立
」
に

つ
い
て
要
望
す
る
』
と
い

う
文
書
が
当
時
の
各
役
員

に
配
布
に
な
り
、
議
論
の

嵐
が
巻
き
起
こ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

役
員
会
の
開
催
、
臨
時
総

会
や
説
明
会
を
開
き
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
存
続
や
会
計

の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て

協
議
を
重
ね
る
月
日
が
続

い
た
。

　

平
成
２
６
年
１
２
月
２

２
日
（
月
）
、
第
４
回
臨

時
総
会
が
開
か
れ
、
サ
ン

ラ
イ
ズ
北
二
条
団
地
会
の

発
足
が
可
決
さ
れ
、
今
年

度
を
迎
え
た
。

　

今
年
度
は
「
階
区
別
役

員
選
出
シ
ス
テ
ム
」
が
決

ま
り
、
当
団
地
会
は
進
化

し
続
け
て
い
る
。

　

こ
の
団
地
に
住
む
こ
と

に
誇
り
を
持
ち
、
皆
さ
ん

と
共
に
暮
ら
し
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。
（
逢
坂
）
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会
員
の
除
雪
や
氷
割
り
に
感
謝                


